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  資料１（救急・災害部会）  資料２（献血推進部会） 
  資料３（H30 福祉環境部主要事業） 資料４（親会・専門部会委員名簿） 
  資料５（協議会条例、設置要綱等） 無番号（10 連休医療提供体制について） 

平成 30 年度秋田県山本地域保健医療福祉協議会 
及び地域医療推進部会議事録要旨 

 
１ 開催日時  日時 平成３１年３月１３日（水） 午後３時～３時５５分 

２ 開催場所  山本地域振興局 大会議室（能代市御指南町１－１０） 

３ 出席委員（敬称略） ※◎は協議会委員と部会委員を兼ねる 

 （秋田県山本地域保健医療福祉協議会） 

  齊藤 滋宣、佐々木 文明、田川 政幸、◎山須田 健、◎加藤 裕治郎 

  ◎森田 和弘、◎太田原 康成、田村 重由、岩村 庄英、佐藤 俊之 

  武田 栄治、塚本 民雄、大山 陽子、石黒 祐香子、 

 （秋田県山本地域保健医療福祉協議会地域医療推進部会） 

  金子 英人、石岡 隆、島田 薫  

 

                    協議会委員   １７人中１４人出席 

                    地域医療推進部会１３人中 ７人出席 

 

 

 

 

 

山本地域振興局福祉環境部 永井部長あいさつ 

 本日は、年度末の御多忙のところ、皆様お忙しい中、平成３０年度秋田県山本地域保健

医療福祉協議会及び地域医療推進部会に御出席いただきまして、誠にありがとうございま

す。 

 また、日頃からそれぞれのお立場でこの地域の保健医療福祉の推進に御尽力・御協力い

ただいておりますことを併せて御礼申し上げます。 

 本日は、委員改選後、初めての協議会及び地域医療推進部会ということで、協議会の会

長や副会長、地域医療推進部会の部会長や副部会長の選任を行うほか、各専門部会からの

報告事項や山本福祉環境部の主要事業につきまして御説明申し上げます。 

 本日御出席の皆様には、能代山本地域における保健、医療、福祉、衛生及び生活環境に

係る施策の総合的な推進に向けて、忌憚のない御意見・御提言をいただきますようお願い

申し上げまして、開会のあいさつといたします。 

 本日はよろしくお願いいたします。 

 

事務局より報告 

 出席者数が協議会条例の定足数を満たしていることを報告。 

 ・協議会委員数１７名に対し出席者数１４名 

 ・地域医療推進部会専門委員数１３名に対し出席者数７名 



協議会会長、副会長並びに地域医療推進部会長、副部会長の選任 

 協議会長には齋藤委員が、副部会長には山須田委員が選任された。 

 地域医療推進部会長には山須田委員が、副部会長には佐久間委員が選任された。 

 

齋藤会長あいさつ 

 こんにちは。ただ今協議会の会長ということで御指名をいただきました齋藤でございま

す。能代山本地域の保健医療福祉行政の推進のために微力を尽くしたいと思います。どう

か、今日お集まりの委員の皆様からの御協力をよろしくお願い申し上げます。 

 

議事 

（１）平成３０年度山本地域保健医療福祉協議会 救急・災害医療検討部会からの報告 

 ・質疑等なし 

 ・「能代山本地域災害保険医療復興連絡会議」設置、運営について承認 

 ・能代山本地域災害保健医療復興連絡協議会設置要綱（案）の承認 

（２）献血推進部会からの報告 

 ・質疑等なし 

（３）平成３０年度山本地域振興局福祉環境部主要事業について  

武田委員  資料３の精神保健福祉相談・訪問指導件数の「その他」の件数が一

番多いが、どういったものが含まれているのか。 

武藤次長  既に診断を受けた方々が「その他」に分類されている。医療や様々

なサービスに繋がった方もいるが、そうであってもなかなか上手くい

かない事例が多い。そういったケースが電話相談または面談等で寄せ

られている。 

山須田委員  重症化予防について健診を行う立場で言うと、何年か健診をやって

いて次の健診もひっかかって、だけど、医者にかからないという方を

ピックアップするというのがひとつ。あと、国保と健診の係が一緒に

なっていないので、各市町で健診に関わっている方と国保の方とが連

携して、対象の人を拾い上げるようなことをお話ししたい。 

 県の方からもその辺の情報を伝えてきちんとした体制を作って頂き

たい。能代市は健診と国保の立場がきちんと連絡が行われていように

思われる。連携を密にして頂ければ重症化予防にも繋がるのではない

かと思う。 

永井部長  我々としても市町村の方とも連携しながら進めていかないといけな

いと思う。糖尿病の重症化予防の会議をするときは必ず国保の方と保

健部門の方をお呼びするなど、両部門の連携を進めていくように我々

としても市町村の方にお話をさせて頂くし、市町村の方々も意識され

ていると思う。 

 



 

 

山須田委員  資料３の１ページ目（１）精神障害者数のアルツハイマー型認知症

の数字はどこからの出典か。数が少ないような印象をもった。 

武藤次長  先生のおっしゃるとおり、統計上の数字なので我々が把握していな

い方々も存在する。これは医療機関等にかからないと把握のしようが

無い。さまざまな統計でも同じような問題があるとは思う。できるだ

け正確なものになるように心がけたいとは思うが限界があるというこ

とでお願いしたい。 

黒政班長  補足して説明したい。疾病別精神障害者については手帳の交付、自

立支援医療の申請を行った方及び措置・医療保護入院の入院届に基づ

く統計（任意入院含むシステム登録者数）となっているので、自立支

援医療を申請しなかった方、自費で医療を行っている方についてはこ

の統計に出てこない。ですので、実際はこの数より多いとは思うが、

こちらで正確に把握している人数ということではアルツハイマー型認

知症は１２０人ということを補足させて頂く。 

 

その他 

 本年４月２７日から５月６日までの１０連休における医療提供体制について 

島田委員  森岳温泉病院の５月２日の診療時間が１９時から１２時となってい

るが、これはミスプリントだと思う。 

木内副主幹  訂正します。 

島田委員  能代市山本郡医師会では、山須田会長のもとにアンケートを取り、

なるべく地域医療が提供できるようにということで作成した。よろし

くお願いしたい。 

 


